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岐 串入 学 副 学長　中部 支部 50周 年 記 念事業 実 行 委 員長

1． は じ め に

　地 盤 T ．学会中部 支部 は ，昭 和32年10月 18日 に 目本 国

有鉄道中部支社 の 大会議室 に て 約300名の 出席者 を得 て

設立総会 を 行 っ て 以来，50年 の 歴史を歩 んで ま い りま

した。こ れ は ひ とえ に こ れ ま で の 学会活動 を ご支援 い た

だ く と と もに ，と くに 支部活動 を盛 り上 げ て い た だ きま

した 歴 代 の 役員，幹事 の ご 努力 と 会員各位の ご協力の 賜

物で あ っ た と忠 い ま す。こ の 誌面 を お 借 りし ま して 心 よ

り御礼申しあ げ る 次第 で あ ります 。

2． 最近の ビ ッ グプロ ジ ェ ク ト

　中部地 域 の こ の 50年 を 振 り返 っ て み ま す と，数 多 く

の ビ ヅ グプロ ジ ェ ク トが 進め られ て き ま し た。黒部 ダム

を は じめ とす る 数多 くの 巨大 ダム，東名，名神に代表さ

れ る基幹高速道路，東海道新幹線，都市域 の 自動車専用

道 ，臨海部 の 広大 な埋 立 地 の 開発，大規模 な 河川 改修 ，

な ど枚 挙 に い とま が あ りま せ ん。と く に，こ の 10年 間

に おい て は，図
一 1に 示 し ま す よ うに ，中部国際空港 ，

愛知万 博，第二 東名
・
名神や東海環状，難工 事を克服 し

開通 した飛 騨 トン ネ ル を含 む東海北 陸道 とい っ た 高 速 道

路 や主 要社会基 盤施設 の 整備 ， さ らに は ， 我が 国最大 の

貯水量 を 誇 る 徳 ［［［ダム の 建設 と い っ た 数 々 の ビ ッ グ プロ

ジ ェ ク トが進め られ ， 学会 と し ま して も直面す る種 々 の

地 盤工 学的問題 を 解決 して ま い りま した 。

3． 中部支部の 活発な委員会活動

　中 部支部 で は，こ の 地 域 独 自 の 地 盤 工 学的諸問題 を 解

決す る た めの 委 員会，広 く支部会員の 方 々 に 最新 の話題

を 提供す る た め の 研 究会な ど の 委員会活勤 を ，そ の 時 々

の 社会の 要請に 応 じ て積極的 に 実施 して きま し た 。 表
一

1に は，現 在活動 を 行 っ て い る 13の 研 究 委 員会，部会

を 示 し ま し た。10年 以 上 に わ た っ て 活発 に 活 動 し て い

る委 員会 も あ り ます。攴部 会 員に と りま して ，こ の よ う

な 活 発 な研 究 活動 の 場 が あ り，各 委 員 会 ，部 会 か らの 最

新 の 情 報 が 得 られ る こ とは，ま こ とに 喜 ば し い こ とで ご

ざ い ま す。

4． 中部支部50周年記念行事の 概要

　中部支部 で は創立 L／米 IO年 ご とに 周年記 念 事 業 を 実

施 して まい りま し た。そ こ で は，実務 の 第
一

線 の 現 場 で

地盤］「学技術者 と して 活躍 さ れ て い る方や ，最先端の 研

4

究 成 果 を 挙げ ら れ て い る方 々 の 基調講演を企 画 し，ま た，

支部 の 発展 に 貢献 さ れ た 方 々 の 表彰 な ど ，独 自の 行事 を

実施 し て ま い りま した 。中部支部創立 50周年を迎 え た

平成 19年度 に お き ま し て は ，い くつ か の 記念事業 を 企

画
・
実施致 し まし た。ま た ，平成19年 9 月21 日に は ，

記念式典を 開催 す る こ とがで きま した。そ の 概要 を表
一

2 に 示 し ま し た。50周 年 を 迎 え こ の よ う な 事業 を 実 施

で きた こ とは，支部会員
一

同 に と っ て 大 きな 喜 び で あ り

ま した。

5．　 お わ り に

　 こ の 中部 地 域 で は，近 い 将来必 ず 来襲す る で あ ろ う東

海
・
東 南海 とい っ た海溝型 巨大 地 震 へ の 対応 が 急が れ て

お ります。ま た，毎年 の よ うに 多 くの 土 砂災害 が 発生 す

る山 岳地帯が 広 く分布し，活動度 の高い 内陸活断層が我

が 国 で 最 も 多 く集中 し，さ らに は濃尾平野南部 の よ うに

軟弱地 盤 が 広 く分 布 す る な ど，地 盤 工 学的技術 が 最 も必

要 とさ れ る地 域 で あ り，地 盤 ⊥ 学 会 会 員 の 果 た す 役 割 は

ま す ま す 大きな もの とな っ て ま い りま した。こ れまで 以

上 の 会員の 皆様 の ご 健闘 と地域社会へ の貢献が期待 され

て い る と信 じて お りま す。

図　 1　 中 部地 域 に お け る 最近 1〔｝年 の ビ ッ グ プロ ジ ェク
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表
一 1　 地盤 工 学会 中部 支部 　研究 委員会，．部会 （平成20年 度）

委 員会 ・部会名 委員数 委 員長

企 画委 具会 9 中野　正 樹 　　 （名古 屋 大 学）

連 営 委員会 13 大橢　 正　　 　 （中部地質 調査 業協会 〉

地盤 ⊥ 学 に 関す るセ ミナ
ー

　 　 　　 　 　〔第 1 部会 ） 36 小 高　猛 司　　 （名城 大 学）

濃 尾地盤研 究委 員会　 　　 　　 　 　　 　（第 2部会） 26 吉村 　優 治　　 （岐阜 「二業 高等専凹学校 ）

中部総合地 震防 災 シ ス テ ム 研 究委員会 　 （第 3 部会） 28 能 島　暢 呂　　 （岐 阜大学）

調査 ・設 計 ・施 工 技 術報 告会 　　　　　 （第 4部 会） 30 三 浦　均 也 　　 G！
．
臣：橋技術科 学大 学）

中部地盤 工 学 シ ン ポ ジ ウム 　　　　　　 （第 5部 会） 15 野 田　利引、　　 （名 古屋 大 学）

見学会 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 （第 6 部 会） 10 吉 出　 和徳　　 （名 古屋 市交通 局）

信州 地 域地 盤研 究 委員会　　　　　　　（第 7 部会） 13 古本 　吉倫　 　 （長野工 業 高等専 門学校）

若手 技術 者の 会 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （第 8 部会〕 12 中井　健 太郎　 （名 古屋 大学）

「最新 名古屋地 盤 図」 改訂 委員会 18 大．東　憲 二　　 （人同 工 業大学 ）

巾部 支部 災害 緊急調査 団 25 八 嶋　厚　 　　 （岐阜 大 学）

表一2　 地 盤．工学会中部 支部創立 50周 年式典

口 時 ・場 所

来賓祝梓

中部支部功 労賞 表彰

「最新名古 屋 地 盤 図 」 改 訂 事 業 報告

記 念講 演

平成 19年 9 月 21 ［，ウ ェ ル シ テ ィ 名古屋

地盤 工 学会会 長　龍 岡 文 夫

地 盤工 学会 中部支 部顧問　川 本眺万

国土 交通省中部地 方整備局企 画部長　安 田 実

中部電 力株式会社

　 水力 ・火 力・原子 力の 各種電源開発 に 関連 し た地盤 工 学 の 技術発展 に貢献す る と共に ，特別

　 会 員 と して ，長 年 にわ た り文 部 活 動 に 深 く 関わ り，支 部 の 発 展 に大 い に 貢 献 した、．

中部 地 質 調 査 業 協会

　 地 盤 コニ学 に 関係 の 深 い 中部 地 域の 地 質調 査 業者 顧 社 ）の 代 表 組 織 と し て ，中部 文 部 お よび

　 地 盤 工 学 の 発 展 に．頁献、また，冬種 報 告 会，見学会 な どの 後 援 ・
共催 な どへ，組 織 的 ・

経 済

　 的 に協 力 し た ．

申 口本 高速道 跖株 式 会社 お よび トン ．ネル 施 工 業者

　 9 年 有余 を か け た 「東海 北 陸 自動 車道 飛騨 トン ネ ル 」車 業 の 克 服 ，な らび に，そ の 記 録 映 画

　 を 多数制 作 し ，難 工 事 の 様 子 を
一

般 市 民へ正 確 に伝 え る と と も に，技術 者に も施 工 技 術 を伝

　 承 し た ．

信州大 学 　小 画 純
．

　 長年に お け る 中部攴 部幹事 ・評議委員，各 種研 究 委員会で 活 躍 され た 他，信州 地 域地 盤 研 究

　 委 員会委 員艮 と して 各 種 行 事 を企 画 ・邏 営 し，会 員 の 資 質向 上
・
会 員 の 連 携強 化 に大 い に 寄

　 与 し た．

中部大学 　山 田公 夫

　　「土 木学会 中部支部編著 ・最新名古屋地 盤図 」の 発刊 に 携わ り，また，中部支部 副支部長 （平

　 成 10〜12 年），攴部 長 （平 成 ］3 年 ）と して 活躍．さ らに ，東海地 域 の 液 状 化 f測 に 関 し て 地

　 盤 工 学 の 発 展 に大 い に寄 与 した．

岐 阜大学 　八 嶋厚

　 中部支部支部長 （平成 12 年），支部顧 問，企画 委負 会や 各部会委．員 と して 支部会．員への サー

　 ビ ス と活性化 に 尽 力 し た 、本 部に お い て も，学会の 運 営お よ び 発 展 に 貢献」ま た，中部 地 域

　 の 道 路 防 災 ドク タ
ー

な ど，地 盤 防 災 の 最 前 線 で活 躍 した．
「最新名 古 屋 地盤 図」 改 訂委員会委 員長　大 東憲 二 （大同 工 業大 学）

　中部 支 部 50 周 年事 業の
一

つ と して 行 わ れ る 「最新名古 屋 地盤 図」 の 改訂 事 業 に関す る事 業

報 告 を 行 っ た、

東海北 陸 自動 車道 飛騨 トン ネル 1／事

一十被 り 1〔）oom に 於 け る不 良地 山帯 と大 k湧 水 帯 と の 戦 い 一

NEXCO 清 美 工 事 事 務 所 所 長 寺 田 光 太 郎

U京稿受理　　2009 ．2、12〕

Ju 皿 e，2009 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5
N 工工

一Electronic 　 Library 　


